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　　　　　　　　　　【町長・各担当課長】
　　　　　　　①特定外来生物として生態系への
　　　　　　　　影響が懸念され、町は防除措置
　　　　　　　　を進める方針である。町内では
多数の発生地点が確認されており、種子形成前
　の早期駆除が重要とされる。
②発生場所の管理者は道路・水路・病院敷地・町
営墓地・私有地など多岐にわたり、管理者が明
確であれば連携して駆除を進めることが可能で、
町は駆除方法の助言やパンフレットによる周知
　を行う。
③今後1か月は種子飛散防止が最重要であり、刈
取りや焼却など既存の取組を継続するが、多年
　草のため根絶は困難である。
④町民への周知は回覧板やHPを活用し、開花期

　の広報が効果的とされる。ボランティア活用は
　現状予定はないが、申し出があれば適正手順を
　指導し活用を検討する。
⑤県とは施策に準じて連携し、国とは環境省の啓
　発資料や補助制度の情報収集を進める。長期的
　には把握地点の継続監視、開花期の駆除呼びか
　け、町民からの情報提供体制の構築が必要であ
　る。
⑥他町村との広域連携も模索し、有効な対策を共
　有する。根絶が困難な場合は継続的な駆除によ
　り低密度化を図り、私有地での対応も促す。
⑦町は啓発を通じ町民の意識を高め、自然環境の
　保全を進め次世代へ継承する考えである。

北 原 輝 隆
�›���Ž�R	��¦�¦�©�ï�­� �ª�«�w�w	†�0�f�t�m�M�o

文化財のPRについて

町の検診について

答１

一般質問

　　　【町長】検査費用の一部助成など検討して
いく。
　　　緑内障や加齢性難聴などは徐々に進行する
ため、本人も気づきにくく発見が遅れることがあ
る。町で行う検診に、視力や聴力の検査を追加で
きないか。
　　　【町民健康課長】町の広報誌や各種検診で
セルフチェックの紹介を行う。その素材を保健セ
ンターに置くなどして、啓発に勤め、早期の気づ
きにつなげて行く。

　　　高城合戦、松山の陣など、ポスター掲示
PRについて進捗状況を問う。
　　　【教育長】どのような内容のポスターが適
切なのか苦慮している。

小 嶋 貴 子

　　　　　　　　　　SNSの急速な普及に伴う性
　　　　　　　犯罪やトラブルから、子供たちを
　　　　　　　守るための命の安全教育の実施状
　　　　　　　況を問う。
　　　【教育長】保健や特別授業の時間を利用し、
互いのプライバシーを守る意識について視覚的に
わかりやすく指導している。教職員の研修、家庭
での意識啓発を促し、子供たちへの相談体制を進
めていく。

　　　胃がん検診を受けたいけれど、バリウムを
飲むことができない方に、バリウム検査と内視鏡
検査を選択制にしたり、病院での胃カメラ検診に
クーポン券の発行や償還払いをしたり、検診しや
すい環境整備が出来ないか。
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問１

問２

答２

問３

答３

答４

答１

問４

見つけたら
迷わず駆除



　　　　　　　　　　人口減で町の将来は。計画
　　　　　　　構想を実施計画で実現を。目標人
　　　　　　　口設定努力を。
　　　　　　　　　　【町長】地域経済縮小、コ
ミュニティー維持・行政サービス低下が懸念。実
施計画への展開は必要。行政サービス低下しない
様1万人維持で努力。

　　　広域連携強化の具体的案は。文科省は町村
超えの小中統合視野にしているが。
　　　【町長】児湯町村会で諮問機関設置予定、
具体案は未定。
　　　【教育長】文科省からは説明、組合立学校
は全国には存在、本町周辺では情報交換中。

　　　活動内容は、町政にどう反映。PRより町
の実質的価値魅力向上を、入学祝金等廃止は逆行。
数年転出者が増加、対策は。
　　　【町長】移住定住に繋がる情報を発信。公
約の魅力溢れる町づくりで魅力向上に努力。学校
奨励金等は国が子供支援充実で見直した。転出現
況を踏まえ対策打つ。

　　　歴史自然条件下、農業中心の経済好循環に
は儲かる制度構築を。農家は毎年勝負で調査研究
の時間は少ない、相談前にプッシュ型支援が必要。
希望・勇気・自主性を与えた送料助成事業中止は
何故。
　　　【町長】儲かる農業が大事で高付加価値化、
販路拡大、スマート農業等推進し所得向上確保を
支援。送料助成は達成度、公平性公正性を検証し
た。代替事業があれば検討する。
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問１

問４

答１

答３

答４

問２

問３

答２

答２

蓑 原 敏 朗
基本構想・目標人口

広域連携

経済循環・送料助成

シティープロモーション、転出対策

一般質問

　岸本議員の突然の訃報に接し、深い悲しみと

ともに、心から哀悼の意を表します。

　岸本議員は昨年の町議会議員選挙で初当選さ

れ、議員としての歩みを始められました。しか

し、病が判明してからわずか数か月というあま

りにも早い旅立ちとなりました。

　議員在職中はわずか 1年でしたが、町の将来

を真剣に考え、地域のために力を尽くそうとす

る熱意にあふれていました。穏やかな人柄で、

いつも笑顔を絶やさず、誰に対しても優しく接

する姿は、多くの人々に親しまれていました。

　また、カラオケをこよなく愛し、仲間と過ご

す時間を大切にされていました。歌うことが

大好きで、マイクを離そうとしないほど楽し

そうに歌う姿は、今も多くの人々の心に残って

います。

　志半ばでの突然の別れは誠に残念でなりませ

ん。しかし、岸本議員が残された優しさと笑顔、

そして郷土を思う気持ちは、これからも私たち

の心の中で生き続けることでしょう。

　ここに生前のご功績に深く感謝申し上げると

ともに、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

故 岸本議員を偲んで



【編集後記】
　台風、地震、世界各地で起こっている紛争…と、私達を取り巻く環境は、年々厳しくなっ
てきています。こんな時だからこそ、人と人との繋がりは大事だと感じます。そして今、川
南町はどこに進んで行こうとしているのか、どんな施策を実施しようとしているのかを、町
民の皆様に、少しでも分かりやすくお伝えできればと、委員全員で奮闘しております。今号
はいかがでしょうか。
　今回より、編集委員が5名になりました。岸本さんの優しい想いを引き継ぎながら、「議会
だより」に取り組んで参ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永友美智子

　　　　議会広報編集委員　●委員長　德弘美津子　　●副委員長　小嶋貴子
　　　　　　　　　　　　　●委　員　中瀨　修、今井孝一、永友美智子

【編集・発行】宮崎県川南町議会　〒889-1301　宮崎県児湯郡川南町大字川南13680-1 TEL 0983 - 27 - 8017
【発　行　者】川南町議会議長　　【編 集 者】議会広報編集特別委員会　　【印刷】ヤ マ キ 印 刷 
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あなたの言葉が、誰かの希望になる

トピックス・編集後記

一般質問

定例会

　昭和39年4月に川南町文芸クラブ（現文芸愛好会）が結成さ
れ、『文芸誌』創刊号を発行。第2号から『黒潮』と命名して
います。当時は、文芸愛好者は沢山いたものの投稿する雑誌
がなく、岩村治貫氏（第3代町長）が中心となって組織し、自
らも投稿しながら初代会長に就任しています。
　また、国立療養所（現：独立行政法人国立病院機構宮崎病
院）に入院していた患者の方に『同人誌』を発行するほどの
優秀な方々も加わっています。
　国立療養所には、結核病棟がありました。結核と言えば不
治の病のように言われた時代です。入院患者は、死を意識せ
ざるを得ない状況にあったことでしょう。
　家族や友人のこと、辛い心情、希望、看護婦さんの温もり
などを詩や短歌、俳句、川柳等に投稿しています。
　『黒潮』が長く続いているのは、上手い下手を問わず郷土
の風景や生活の中の心情をそれぞれの感性で表現したものを
気軽に投稿できる結果だと思います。
　それに加え、長年ご協力をいただいている賛助会員の皆様
のお蔭だと感謝するばかりです。
6月に155号を発行することが出来ました。今、高齢化で会
員の減少が続いています。会員募集中です。皆さん気楽に投
稿してみませんか。
　　　　　　　　　　　　　　　　『黒潮』会長 横尾 剛

お問合せ先　川南町文芸愛好会 会長 横尾 剛 090－1977－2729

～『黒潮』文芸誌 投稿者・購読者募集～
【投稿しませんか】

　あなたの日々の出来事や感じた
ことを、言葉にしてみませんか。
経験は問いません。初めての方も
お気軽にご応募ください。 

【購読しませんか】

『黒潮』には、町の皆さんの人生や地域への想い
が詰まっています。一冊を手に取ることが、地域
文化を未来へつなぐ応援になります。ぜひ購読い
ただき、『黒潮』を一緒に育てていきましょう。

創刊から62年『黒潮』は町の歴史や暮らし、人々の想いを言葉で繋いできました。


